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ふくま振興会会則	
 

第１章	
 総則	
 

（目的）	
 

第１条	
 本会は、服間地区（以下「地区」という。）の住民が行政と協

働し、自ら地区の将来像を考え、その実現に向けて行動することによ

って、住みよいまちづくりの推進と地域自治の振興に寄与することを

目的とする。	
 

（名称）	
 

第２条	
 本会は、ふくま振興会（以下「振興会」という。）と称する。	
 

（区域）	
 

第３条	
 振興会の区域は、越前市服間小学校区内とする。	
 

（事務所の所在地）	
 

第４条	
 振興会の事務所を、越前市藤木町第 12 号 39 番地の 1 の服間公

民館内におく。	
 

（組織）	
 

第５条	
 振興会の会員は、第３条に規定する区域に住所を有するすべて

の個人及び振興会の目的に賛同する地区内の事業所とする。	
 

２	
 振興会は、年齢、性別、社会的地位の差別を排除し、会員の誰もが

自由に活動に参加できるものとする。	
 

３	
 振興会は、若者の積極的な参加を促し、合議制による民主的な組織

運営を行うものとする。	
 

（会費）	
 

第６条	
 振興会の会費は、総会において定めるものとする。	
 

２	
 会費は、町内ごとに、毎年度６月末までに納入するものとする。	
 

３	
 納入された会費は、理由のいかんにかかわらず、払い戻さない。	
 

	
 	
 第２章	
 業務	
 

（事業）	
 

第７条	
 	
 振興会は、第１条の目的を達成するために次の事業を行う。	
 

（１）地域自治振興計画の策定及び見直しに関する事業	
 

（２）地区内での広報活動に関する事業	
 

（３）安全防災の徹底と住みよい地域づくりに関する事業	
 

（４）環境美化と花と緑あふれる町づくりに関する事業	
 

（５）地区民の相互扶助による福祉社会づくりに関する事業	
 

（６）スポ－ツの振興と健康づくりに関する事業	
 

（７）地域参加による青少年健全育成に関する事業	
 

（８）伝統文化の継承、歴史の顕彰・保全に関する事業	
 

（９）社会教育に関する事業	
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（10）その他目的達成に必要な事業	
 

	
 

	
 	
 第３章	
 役員	
 

	
 （役員）	
 

第８条	
 	
 振興会に次の役員をおく。	
 

（１）会長	
 	
 	
 	
 １名	
 

（２）副会長	
 	
 	
 ２名	
 

（３）監事	
 	
 	
 	
 ２名	
 

（４）事務局長	
 	
 １名	
 

（５）事務局次長	
 １名	
 

（６）会計責任者	
 １名	
 

（７）理事	
 	
 	
 	
 ３０名以内	
 

２	
 会長は、必要があると認めたときは、理事会に諮り顧問をおくこと

ができる。	
 

（役員の選任）	
 

第９条	
 	
 役員の選出方法は、それぞれ次のとおりとする。	
 

（１）会長、副会長、監事は、会員の中から、役員選考委員会により選	
 

考し、理事会において選出し、総会にて承認を得る。	
 

（２）事務局長、事務局次長、会計責任者は、会員の中から理事会にお

いて決定し、会長が委嘱する。	
 

（３）理事は、専門部会の部会長及び各区長並びに服間公民館長とする。	
 

（４）顧問は、重要な事項について会長の諮問に応ずる。	
 

	
 （役員選考委員会）	
 

第１０条	
 役員選考委員会の委員は、５名以内とし、理事会にて理事の

互選により選出し、委員の互選により委員長１名を選出する。	
 

２	
 役員選考委員会は、会長、副会長、監事の候補者を会員の中より選

考し、委員長は理事会に報告する。	
 

	
 （役員の任務）	
 

第１１条	
 役員の任務は、それぞれ次のとおりとする。	
 

（１）会長は、振興会を代表し、会務を統括する。	
 

（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行

する。	
 

（３）監事は、会計、資産の状況及び業務の執行状況を監査し、総会に

報告する。なお、理事会に出席し意見を述べることができる。	
 

（４）事務局長は、会務を処理し、理事会及び企画会議を運営する。	
 

（５）事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故あるときはそ

の職務を代行する。	
 

（６）会計責任者は、振興会の出納事務を処理し、会計に必要な書類を
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管理する。	
 

（７）理事は、理事会を構成し、企画会議及び事務局より付議された事

項を審議する。但し、公民館長は社会教育事業の指導・監督を行う。	
 

	
 （役員の任期）	
 

第１２条	
 役員の任期は１年とする。ただし、役員に欠員が生じたとき

は、補完を行うことができるものとし、補完された役員の任期は前任者

の残任期間とする。	
 

２	
 前項の規定にかかわらず、区長として理事の役を担っている場合、

その任期は、区長の任期によるものとする。	
 

３	
 役員の再任は、妨げない。	
 

	
 	
 第４章	
 会議	
 

（会議）	
 

第１３条	
 本会の会議は、総会、理事会、企画会議及び専門部会とする。	
 

	
 （総会）	
 

第１４条	
 総会は、代議員をもって構成する本会の最高の決議機関であ

って、この会則に定める事項のほか、振興会の目的を達成するために

必要な重要事項を決議する。	
 

２	
 総会の種類は、定期総会及び臨時総会の２種類とする。	
 

３	
 定期総会は、毎年１回、会長が招集し開催する。	
 

４	
 臨時総会は、会長が必要と認めたとき、または、理事の２分の１以

上の要求があったとき、会長の招集により開催する。	
 

５	
 総会は、委任状を含め代議員の３分の２以上を超えたとき成立する。	
 

６	
 総会決議は、出席者及び委任状の過半数の同意を以って決し、可否	
 

同数のときは、議長の決するところによる。	
 

７	
 総会は、次の事項を審議決定する。	
 

（１）地域自治振興計画の策定及び見直しの承認	
 

（２）会則の制定及び改正の承認	
 

（３）事業報告及び決算の承認	
 

（４）事業計画策定及び予算の承認	
 

（５）その他総会に付議された事項	
 

８	
 総会には、議長、書記それぞれ 1 名及び議事録署名人 2 名をおく。	
 

９	
 議長は、出席代議員の中から会長が指名し、書記及び議事録署名人

は、議長が指名する。	
 

１０	
 議長は、総会の議事を運営する。	
 

１１	
 書記は、総会の議事について議事録を作成し、議長及び議事録署

名人２名の署名捺印を得るものとする。なお議事録は事務局が保管す

る。	
 

１２	
 代議員の数は、別表に定めるところによる。	
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（１）代議員の数が複数の町内は、女性を１名以上選任する。	
 

１３	
 代議員は、各区長から振興会への届出制とし、その任期は 1 年と

する。ただし、再任は、妨げない。	
 

	
 （理事会）	
 

第１５条	
 理事会は、会長、副会長、事務局長、事務局次長、会計責任

者、監事及び理事をもって構成し、会長が招集し、次の事項について

審議、決定する。	
 

（１）振興会運営の基本的な事項	
 

（２）地域自治振興計画の策定及び見直し	
 

（３）総会に付議する事項	
 

（４）その他必要な事項	
 

２	
 前項の規定にかかわらず、理事会は、緊急を要する重要な事項につ

いて専決することができる。	
 

３	
 理事会の議長は、会長があたる。	
 

４	
 理事会の会議録は、事務局長が作成し保管する。	
 

	
 （企画会議）	
 

第１６条	
 企画会議は、会長、副会長、区長会長、事務局長、事務局次

長、会計責任者及び専門部会長をもって構成し、会長が召集し、各専

門部会から提案される事項及び事務局より提案される事項について

審議し、理事会に提案する。	
 

２	
 企画会議の議長は、会長があたる。	
 

３	
 企画会議の議事録は、事務局長が作成し保管する。	
 

	
 （専門部会）	
 

第１７条	
 専門部会は、公募及び各種団体からの選出委員、町内選出の

委員をもって構成し、部員の互選により、部会長１名、副部会長若干

名、書記１名を選出する。	
 

２	
 専門部会は部会長が招集し、事業を企画、調整、運営する。	
 

３	
 専門部会の部会長は、書記に会議録を作成させ、資料とともに事務

局に提出するものとする。会議録は事務局において保管する。	
 

４	
 専門部会の名称及び主たる事業は、それぞれ次のとおりとする。	
 

（１）総務広報部会	
 

	
 	
 	
 振興会の統括・広報広聴事業・他の専門部会に属さない事業	
 

（２）防災安全部会	
 

	
 	
 	
 地区の安全防災に関する事業	
 

（３）生活環境部会	
 

	
 	
 	
 生活環境の美化及び保全に関する事業	
 

（４）福祉部会	
 

	
 	
 	
 相互扶助による福祉社会の実現に関する事業	
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（５）健康スポーツ部会	
 

	
 	
 	
 青少年へのスポーツの振興・笑顔と心の体力づくり・有酸素運動

の推進に関する事業	
 

（６）青少年育成部会	
 

	
 	
 	
 明るく活力ある青少年を育てるまちづくり事業	
 

（７）歴史文化部会	
 

	
 	
 	
 来て見て楽しめるまちづくり事業	
 

第５章	
 会計	
 

（会計）	
 

第１８条	
 振興会の経費は、会費、交付金、補助金、寄付金及びその他

の収入をもって充てる。	
 

２	
 振興会の経費は、総会で決議された予算の範囲内において、理事会

の承認により、用途の変更及び流用をすることができる。	
 

３	
 会長は、必要があると認めたときは、会計補佐をおくことができる。	
 

（会計年度）	
 

第１９条	
 振興会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日

に終了する。	
 

	
 第６章	
 雑則	
 

（情報等の公開及び広報）	
 	
 

第２０条	
 振興会の会議等はすべて公開を原則とし、事業計画、事業報

告、予算及び決算についても会員に広く周知するものとする。	
 

２	
 会員は、振興会の会計帳簿及び議事録または会議記録を閲覧するこ

とができる。	
 

（その他）	
 

第２１条	
 この会則に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 附	
 則	
 

	
 １	
 この会則は、平成１８年５月１８日より施行する。	
 

	
 ２	
 平成１８年度の会計年度は、本則の規定にかかわらず、施行の日

から平成１９年３月３１日までとする。	
 

	
 ３	
 この会則は、平成１９年４月２７日をもって改正する。	
 

	
 ４	
 この会則は、平成２０年４月２５日をもって改正する。	
 

	
 ５	
 この会則は、平成２４年４月２０日をもって改正する。	
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別表	
 

算定基準	
 町名	
 代議員数	
 町名	
 代議員数	
 

町内毎世帯数	
 

10 世帯以下	
 	
 1 名	
 

11 世帯以上	
 

20 世帯未満	
 2 名	
 

20 世帯以上	
 

	
 40 世帯未満	
 3 名	
 

40 世帯以上	
 

	
 60 世帯未満	
 4 名	
 

60 世帯以上	
 	
 5 名	
 

(	
 

（２名以上の町内は

女性１名以上)	
 

朽飯町	
 	
 ５	
 西河内町	
 ２	
 

高岡町	
 	
 ２	
 室谷町	
 	
 ３	
 

藤木町	
 	
 ３	
 長谷町	
 	
 ３	
 

領家町	
 	
 ３	
 北坂下町	
 ２	
 

春山町	
 	
 ３	
 殿町	
 	
 	
 １	
 

東樫尾町	
 ２	
 大谷町	
 	
 １	
 

波垣町	
 	
 ３	
 南中町	
 	
 ２	
 

寺地町	
 	
 ３	
 赤谷町	
 	
 ３	
 

横住町	
 	
 ５	
 水間町	
 	
 ３	
 

清根町	
 	
 １	
 柳元町	
 	
 ３	
 

相木町	
 	
 ２	
 市野々町	
 ３	
 

総	
 	
 数	
 ５８	
 

	
 世帯数は、毎年 2 月１日の住民基本台帳を基本に、理事会において協議した数と

する。	
 

 


